
区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

`

道
路
の
区
域

高
山
市
下
岡
本
町
三
一
二
五
番
一
か

ら
同
市
国
府
町
金
桶
字
下
ノ
段
三
八

七
番
四
ま
で

前

ＡＢ

八
∑
五
〇
〜

七
六
∑
〇
〇

一
二
∑
〇
〇
〜
一
四
一
∑
〇
〇

七
・
四
一
九

五
・
七
五
六

上
記
Ａ
及
び
Ｂ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

後

ＡＢ

八
∑
五
〇
〜

七
六
∑
〇
〇

一
二
∑
〇
〇
〜
一
四
一
∑
〇
〇

七
・
四
一
九

五
・
七
五
六

a

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
高
山
国
道
事
務
所

国
会
事
項

平成™˜年˜˜月˜™日 木曜日 第œ˜ š号官 報

東
京
都
小
笠
原
村
母
島
列
島
の
母
島
の
猪
熊
谷
、大
谷
、

庚
申
塚
、
衣
館
、
長
浜
、
西
浦
、
西
台
、
東
台
、
船
木

山
及
び
船
見
台
の
各
一
部
並
び
に
姪
島
、
妹
島
及
び
姉

島
の
各
一
部

東
京
都
小
笠
原
村
西
之
島
の
一
部

東
京
都
小
笠
原
村
北
硫
黄
島
の
一
部

こ
れ
ら
の
地
域
の
地
先
海
岸
、
地
先
島
し
ょ
及
び
地
先

岩
礁
の
全
部

二

区
域
を
表
示
し
た
図
面
（
省
略
）

〇
環
境
省
告
示
第
七
十
七
号

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）

第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
笠
原
国
立
公

園
の
区
域
の
海
面
内
に
海
中
公
園
地
区
を
指
定
し
た
の

で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

こ
の
海
中
公
園
地
区
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
は
、
環

境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

一

名
称
及
び
位
置

名

称

位

置

瓢
箪
島
海
中
公
園
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
瓢
箪
島
地

先
海
面

人
丸
島
海
中
公
園
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
人
丸
島
地

先
海
面

兄
島
海
中
公
園
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
兄
島
瀬
戸

北
部
地
先
海
面

父
島
宮
之
浜
・
釣
浜
海

中
公
園
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
兄
島
瀬
戸

南
部
地
先
海
面

父
島
製
氷
海
岸
海
中
公

園
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
奥
村

地
先
海
面

父
島
巽
湾
（
中
海
岸
）

海
中
公
園
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
西
海

岸
地
先
海
面

父
島
巽
湾
（
鯨
崎
）
海

中
公
園
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
西
海

岸
地
先
海
面

父
島
巽
湾
（
西
海
岸
）

海
中
公
園
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
西
海

岸
地
先
海
面

南
島
海
中
公
園
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
南
島
地
先

海
面

母
島
椰
子
浜
海
中
公
園

地
区

東
京
都
小
笠
原
村
母
島
庚
申

塚
及
び
石
門
地
先
海
面

母
島
ウ
エ
ン
ト
ロ
海
中

公
園
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
母
島
石
門

及
び
東
崎
地
先
海
面

母
島
御
幸
之
浜
海
中
公

園
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
母
島
御
幸

之
浜
地
先
海
面

向
島
東
海
岸
海
中
公
園

地
区

東
京
都
小
笠
原
村
向
島
地
先

海
面

平
島
海
中
公
園
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
平
島
地
先

海
面

二

区
域
を
表
示
し
た
図
面
（
省
略
）

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日

中
部
地
方
整
備
局
長

富
田

英
治

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

四
十
一
号

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日

中
部
地
方
整
備
局
長

富
田

英
治

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

四

十

一

号

高
山
市
上
切
町
九
〇
番
三
か
ら
同
市
上
切
町
五
七
七
番
一
ま
で

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
高

山
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日

衆

議

院

要
求
書
受
領

十
一
月
十
日
、
内
閣
か
ら
、
人
事
官
に
江
利
川
毅
を
任

命
し
た
い
の
で
、
国
家
公
務
員
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
本
院
の
同
意
を
得
た
い
旨
の
要
求
書
を
受
領
し

た
。

議
案
提
出

十
一
月
十
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

肝
炎
対
策
基
本
法
案
（
川
崎
二
郎
外
八
名
提
出
）

質
問
書
提
出

十
一
月
十
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

か
つ
て
在
モ
ス
ク
ワ
日
本
国
大
使
館
に
存
在
し
て
い
た

と
さ
れ
る
裏
金
組
織
「
ル
ー
ブ
ル
委
員
会
」
に
対
す
る

鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

（
鈴
木
宗
男
提
出
）

外
務
省
に
よ
る
同
行
記
者
団
に
対
す
る
白
紙
領
収
書
の

供
与
に
つ
い
て
の
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る

再
質
問
主
意
書
（
鈴
木
宗
男
提
出
）

参

議

院

質
問
主
意
書
提
出

十
一
月
十
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。中

国
に
よ
る
東
シ
ナ
海
ガ
ス
田
開
発
に
関
す
る
質
問
主

意
書
（
山
谷
え
り
子
提
出
）（
第
二
一
号
）

防
衛
上
の
重
要
拠
点
に
お
け
る
外
国
資
本
進
出
に
関
す

る
質
問
主
意
書
（
山
谷
え
り
子
提
出
）（
第
二
二
号
）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
統
領
選
挙
及
び
県
議
会
選
挙
へ
の

我
が
国
選
挙
監
視
団
派
遣
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
佐

藤
正
久
提
出
）（
第
二
三
号
）

在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
及
び
在
イ
ラ
ク
日
本
大
使
館
及
び

大
使
館
員
の
警
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
佐
藤
正
久

提
出
）（
第
二
四
号
）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
日
本
人
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
・

専
門
職
員
の
警
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
佐
藤
正
久

提
出
）（
第
二
五
号
）

日
本
原
燃
（
株
）
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
液
の
安
全
管
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
川
田

龍
平
提
出
）（
第
二
六
号
）

答
弁
書
受
領

十
一
月
十
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
柿
澤
未
途
提
出
日
本
郵
政
株
式
会
社
社
長

等
の
人
事
と
政
府
の
天
下
り
問
題
へ
の
対
応
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
柿
澤
未
途
提
出
独
立
行
政
法
人
等
の
役
員

人
事
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
柿
澤
未
途
提
出
「
職
員
の
退
職
管
理
に
関

す
る
政
令
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
柿
澤
未
途
提
出
行
政
刷
新
会
議
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
柿
澤
未
途
提
出
国
家
公
務
員
の
幹
部
人
事

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
柿
澤
未
途
提
出
事
務
次
官
の
役
割
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
柿
澤
未
途
提
出
国
家
公
務
員
制
度
改
革
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
か
つ
て
在
モ
ス
ク
ワ
日
本

国
大
使
館
に
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
裏
金
組
織

「
ル
ー
ブ
ル
委
員
会
」
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の

見
解
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
外
務
省
に
よ
る
同
行
記
者

団
に
対
す
る
白
紙
領
収
書
の
供
与
に
つ
い
て
の
鳩
山
由

紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
在
上
海
総
領
事
館
員
自
殺

事
件
に
際
し
て
外
務
省
職
員
が
下
し
た
判
断
の
是
非
等

に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
に
お
け

る
第
三
十
一
吉
進
丸
の
船
体
返
還
に
向
け
た
取
り
組
み

等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
高
市
早
苗
提
出
官
僚
に
よ
る
首
相
答
弁
資

料
作
成
と
鳩
山
政
権
の
「
脱
・
官
僚
依
存
」
の
考
え
方

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

答
弁
書
受
領

十
一
月
十
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
浜
田
昌
良
提
出
核
の
先
制
不
使
用
論
と
消

極
的
安
全
保
障
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
第
一
〇
号
）

参
議
院
議
員
浜
田
昌
良
提
出
北
東
ア
ジ
ア
非
核
地
帯
構

想
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
一
一
号
）

要
求
書
受
領

十
一
月
十
日
内
閣
か
ら
、
左
記
の
者
を
人
事
官
に
任
命

し
た
い
の
で
、
国
家
公
務
員
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
本
院
の
同
意
を
求
め
る
旨
の
要
求
書
を
受
領
し

た
。

記

（
九
月
十
一
日
辞
職
の
谷
公
士
の
後
任
）
江
利
川

毅

Ÿ
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